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“ 福井ローテク愛好会 代表 JA9BSL 野村　 実

来賓 招聘出席 JARL理事 JA9BOH 前川　公男

 オブザーバ　　１名  

〒910-0016 福井県福井市大宮2-19-15 TEL 0776-22-4675

平成28年10月10日（月・祝日）13時から16時

福井県立歴史博物館　研修室　

文責　支部長　JA9CD　柳原　一成　　

平成28年度　第２回 JARL福井県登録クラブ代表者会議報告書



議題

(1) 事業報告

支部長挨拶に続いて、本年度4月以降の支部事業について報告。

前年に引き続き、会員増強特別事業「福井ハムアカデミー」の開催。

上級ハムを目指す方を対象とした勉強会(13:00～16:00)を毎月1回行い、

国家試験合格を目指す事業で、支部ホームページで受講生募集を行っている。

参加料は無料で実施し、昨年度は数名の新規入会があった。

8月16日(火)坂井地域交流センター「いねす」にて、支部役員会を開催し、

支部大会開催に向けての計画を練り上げた。

(2) 会員増強キャンペーンについて

前川理事が欠席の柴田本部長に代わって趣旨説明をされました。

連盟では会員の減少に歯止めを掛ける事業として、次の取り組みを行う。

連盟から送付されてきたパンレットによって話し合い、各登録クラブで周知。

支部大会にて宣伝、受付を行うことになった。

（イ） 青少年お試し入会キャンペーン

（ロ） 催事限定、入会金免除キャンペーン

（ハ） 青少年、入会金免除キャンペーン

（ニ） 会員期間、「3年以上継続」による会員期間優遇キャンペーン

(3) ８Ｎ９Ｃ運用について

北陸地方本部　監査長からの指示で、本年度も10月を「電波クリーン月間」とし、

10月1日～10月31日に、特別局８Ｎ９Ｃの運用を行う。

福井件の担当は、10月21日～10月31日をお願いしたい、との依頼がある。

運用責任者として監査指導委員長　JA9EEH 松野氏が運用計画を取り纏める

広報は支部ホームページで行うが、各登録クラブでの運用をお願いしたい。

運用していただける登録クラブは、松野氏と打合せて

機器の受け渡しやログの記載などや、交信局数は10日間で1000局程度を目標とする。

連絡を密にして運用に当たることになった。



(4) 支部大会開催について審議。

開催予定期日を平成２８年１１月１３日 （日）１３：００～１６：００　とする。

会場を これまで折衝してきた福井県立図書館　とすること。

会場と の打合せや申込をJA9EEH 松野氏に担当して頂くことになりました。

支部大会運営委員会を設置する事とし、

実行委員長に　支部総務担当　ＪＡ９ＪＸＣ大橋氏全会一致で推薦されました。

　実行委員は、本日の出席者全員がその任にあたる事を申し合わせた。

最近、愛好家の中で話題になっている「スプリアス問題」をテーマとする。

「免許更新の時に自分の無線機はそのままで再免許されるだろうか」と言う話題は、

誰もが関心を持つ話題なので、この講演を支部大会のメインイベントとする。

　(イ)   総務省による、電波障害の解説

ＪＡＲＤによる、機器の保証業務と諸手続きについて

一番的確なのは、電波行政の方や無線機に保証をしてくれるＪＡＲＤの方が

良いのでは、となり、折衝をJA9BOH前川理事にお願いする事になった。

前川理事からは、北陸総合通信局や日本アマチュア無線振興協会（JARD）

などからの感触が良かった。

と言うことで、正式に交渉していただく事になった。

(ロ)  来場者が楽しめる催しになるようにする。

北陸総合通信局による電子申請の相談コーナー

振興協会（JARD）コーナー　スプリアス確認保証の関連リストなど配布

ガイダンス局の展示

ＪＡＲＬ所属クラブによる展示会

(ハ)  周知宣伝

会員に対する周知・案内を支部ホームページのほかJARLメールマガジンに掲載、

及び開催の2週間ほど前には、会員に直接、jarlコムで通知することとする。

(ニ)  年に一度の全体集会になるので、前年同様、抽選会を行い、

昨年より５割増しの予算を確保する事に決まった。

賞品の選定は実行委員長・会計担当幹事で行う。



(5) 福井国体の特別局開局の準備について

2018年（平成30年）第７３回国民体育大会（国体）開催に向けて

「福井しあわせ元気国体」（織りなそう力と技と美しさ）と題して

「第18回全国障害者スポーツ大会」も、併せて開催されます。

すでに「ゆるキャラ」も登場して周知活動を行っている。

参照： http://fukui2018.pref.fukui.lg.jp/kokutai/
福井県のスポーツ保健課ではすでに準備段階入っている。

県に働きかけて、アマチュア無線による特別記念局の設置、開局・運用を目指して

行動を起こす必要があることで一致した見解となった。

県との交渉担当として　JA9EEH 松野氏にお願いする事になった。

(6) その他　

ＪＡＲＬ本部から事業展開用の「のぼり」２流れ（基台付）が支給された。

福井ハムアカデミー（会員増強事業に協力)　に対してJARL理事会からジャンパー3着が贈られた。

今後の支部事業で着用する事となった。

http://fukui2018.pref.fukui.lg.jp/kokutai/


県支部の情報交換について

支部では登録クラブ間の連絡のためメーリングポスト（ＭＬ）を開設しています。

アドレスは、 　です。

クラブ間の情報交換や支部からの連絡、会議、集会の案内などを、ＭＬを通じて

行なう事で申し合わせができています。

時々、新着メールが届いていないか、パソコンの電源を入れてご確認をお願いします。

登録クラブで、まだ加入されていない方は、支部長に連絡して下さい。

　　支部長の個人アドレスは　 　です。
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